
　　　　　　第5回南国市高校生
　　　　まちづくり提言 （市役所）

　　　　　　郷土料理講習会
 （後免野田小学校）

▲2／3　　　　　　市長と市政を語る会
 （久礼田地区）
▲2／13 ▲2／10

　　　　　　　　令和2年度南国市スポーツ
協会表彰式 （スポーツセンター）
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11/15　令和２年度南国市戦没者追悼式

　11月15日、先の大戦で亡くなられた方を追悼し、平和を祈念するため「令和２年度南国市戦没者追悼式」を
グレース浜すしにて開催し、約１１０名の遺族が参列しました。
　中学生による平和作文の朗読では、香南中学校２年生、上月紗衣さんが、映画「この世界の片隅に」を通し
て戦時中と現在の状況が全く異なっていることを知り衝撃を受けたこと、そして、地域にある戦争遺跡「掩
体」について学び、平和な南国市の青空を二度と戦争のための飛行機が飛ぶことのないように平和への思い
を強くしたことをしっかりと伝えてくれました。

南国市戦没者追悼式を開催南国市戦没者追悼式を開催

　全国9空港で駐車場を運営し、その収益を使って空港周辺地域の環境対策事業や空港の利用促進事業への
助成を行っている（一財）空港振興・環境整備支援機構からの助成金を活用し、令和2年度も消防本部への救
助工作車の配備、空港周辺施設である大湊小学校や関共同利用施設、下田村共同利用施設、下島里公民館、
吾岡保育園への備品整備を行いました。

空港周辺環境整備事業空港周辺環境整備事業

■問い合わせ／企画課コミュニティ推進係　☎８８０－６５５３
消防本部［救助工作車］ 大湊小学校［倉庫］ 下田村共同利用施設［集会所照明の LED化］

　　　　　　明治安田生命保険相互会社
「地元の元気応援寄付」贈呈式 （市役所）
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。
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みんなちがつて、みんないい。
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令和３年春季全国火災予防運動令和３年春季全国火災予防運動

住宅用火災警報器の設置、点検をお願いします

３月１日㈪～７日㈰　全国一斉実施！
　３月１日から７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施
されます。
　春は季節風の強い日が多く、市内の河川しゅんせつ工事や山
田堰関係の「川干」と重なるため、ちょっとした不注意から思わ
ぬ大火となる恐れがあります。春先には山菜採りなど入山者も
多くなり、タバコの投げ捨て、たき火、火入れなどの不始末で一
瞬のうちに貴重な山林を焼失します。一人ひとりが心がけて山
火事を防ぎましょう。

　住宅用火災警報器は、火災により発生する熱や煙を感知し
て、音や音声により火災の発生を知らせてくれる機器です。まだ
設置していないご家庭は、早急に設置するようにしましょう。ま
た、既に設置しているご家庭は、定期点検をお願いします。

住宅防火 いのちを守る
７つのポイント

（３つの習慣・４つの対策）
①寝たばこは、絶対しない。
②スト－ブは、燃えやすいも
のから離れた位置で使用
する。
③ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

①逃げ遅れを防ぐために、住宅
用火災警報器を設置する。
②寝具や衣類およびカーテン
からの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。

③火災を小さいうちに消すた
めに、住宅用消火器などを
設置する｡

④お年寄りや身体の不自由な
人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

その火事を 防ぐあなたに 金メダルその火事を 防ぐあなたに 金メダルその火事を 防ぐあなたに 金メダル

■問い合わせ／消防本部予防課 ☎８６３－３５１１

※「幼年消防クラブ」によります防火演奏は、新型コ
ロナウイルス感染拡大の観点から中止します。

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

第１号被保険者の保険料は定額制です。令和３年度は月額16,610円です。

◆令和3年度国民年金保険料が決定しました

国民年金保険料を納付書により納付する場合、一定期間まとめて納めると保険料が割引となる
「前納」という制度があります。
○２年前納（令和3年4月～令和5年3月分）
　３８３，８１０円（毎月納める場合より１４，５９０円の割引）
○１年前納（令和3年4月～令和4年3月分）
　１９５，７８０円（毎月納める場合より３，５４０円の割引）
○６ヶ月前納（令和3年4月～令和3年9月分、令和3年10月～令和4年3月分）
　９８，８５０円（毎月納める場合より８１０円の割引）
※前納を希望する月の月末が納付期限となります。（土、日、祝日の場合は翌営業日）
※過ぎてしまった月の保険料をまとめて納付しても割引は適用されません。
※３０万円を超える納付書はコンビニエンスストアでは利用できませんので、金融機関でお支払い
いただくこととなります。
※前納をされる場合は、専用の納付書が必要になります。納付期限がありますので、お早めに年金
事務所までご連絡ください。

◆納付書による前納割引があります

■問い合わせ　 南国年金事務所　☎８６４－１１１１（自動音声案内に従って②→②と押すと、国民年金課に繋がります。）
 市民課年金係　　☎８８０－６５５５


